
子牛価格の下落に苦しむ
肉用牛繁殖農家の皆様を

お支えします！

和子牛生産者臨時経営支援事業

肉用子牛生産者補給金制度が発動する場合であって、
ブロック別平均価格が全国平均売買価格を下回るときでも、
しっかりと支えられるよう、補助対象額を見直しました！

60万円

55.6万円
（保証基準価格）

ブロック別平均価格

＜黒毛和種＞

ブロック別平均が
全国平均を下回る部分も

しっかり補塡！
全国平均売買価格

モデル事例
全国

平均売買価格
ブロック別
平均価格

補塡額
ブロック別平均価格で
売れた場合の収入

ケース１ 54.6万円 51.6万円 6.55万円 58.15万円

ケース２ 53.6万円 50.0万円 8.0万円 58.0万円

【黒毛和種】
60万円とブロック別平均価格の差額の３／４を支援

更に裏面へ

※1 そのブロックで、その四半期に販売されたすべての子牛１頭あたりに支払われます。
※2 価格は税込みです。



子牛価格の下落に対応するために・・・

肉用牛経営安定対策補完事業
〇優良繁殖雌牛導入支援

・産肉能力に優れた繁殖雌牛の導入 【４万円/頭】
・産肉能力が特に優れた繁殖雌牛の導入【５万円/頭】

〇遺伝的多様性に配慮した改良基盤確保
・利用上位以外の種雄牛由来の繁殖雌牛の導入【６万円/頭】
・希少系統の種雄牛由来の繁殖雌牛の導入 【９万円/頭】

今飼っている繁殖雌牛について、
より若く・能力の高い牛への更新を促進します！

畜産クラスター事業（調査・実証事業）

子牛生産に関する地域の課題・要因分析など、
地域の子牛価格の上昇に向けた取組を支援します！

和牛肉の更なる輸出拡大を図るとともに、
新規需要開拓に向けた取組を力強く後押しします！

〇畜産クラスター協議会による、飼養管理の改善や市場価値の
更なる向上に向けた、取引価格が安かった子牛の要因分析や
購買者ニーズ調査を支援。【定額（上限240万円）】

和牛肉需要開拓支援緊急対策事業
〇食肉事業者が産地と連携した和牛肉の新規需要開拓の取組を支援。
【ヒレ・リブロース・サーロイン：800円/㎏、それ以外：300円/㎏】

【事業要件を見直し（7月～）】
①計画数量の上限を撤廃
（2.5㌧以上、25㌧以下⇒１㌧以上、上限なし）

②事業参加者による消費者への直接販売も対象 等

より高く売れる子牛の生産基盤へ転換

更なる需要を国内外で創出


